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人 口 の 動 き

10月 1日 現 在 前月比
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ソ、ッケヨイミ

土俵で熱戦

農林水産まつり相撲大会が10月初日、大村市農協の

土俵で行われました。

乙の日は、小雨まじりの高寒い天気のなかで、参加

した80人の選手は力いっぱい、熱戦が展開しました。

なお、優勝は団体戦が鈴田Aチーム、職場対抗が大

村航空隊Aチーム、個人戦が市漁協代表の浦上太さん

でした。
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毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所 編集/広報公聴課 印刷所/九州凸版株式会社
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ぺ
ー
有
利
な
制
度
で

f
ー
老
後
の
生
活
を
豊
か
に

農
業
者
年
金
は
、
農
業
経
営
主

と
そ
の
後
継
者
な
ど
の
た
め
の
年

金
で
、
他
の
制
度
に
み
ら
れ
な
い

高
率
の
国
庫
補
助
が
行
わ
れ
、
大

変
有
利
な
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す

や
が
て
訪
れ
る
老
後
の
生
活
を

豊
か
に
す
る
た
め
に
、
農
業
者
年

金
に
加
入
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め

し
ま
す
。

国
民
年
金
の
加
入
者
で
、
次
の

要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
は
、
農
業
委
員
会
ま
た
は
農
協

へ
ご
相
談
下
さ
い
。

①
昭
和
十
三
年
十
月
二
日
以
後
に

生
ま
れ
た
人
で
自
己
名
義
の
農

地
な
ど
の
面
積
が
五
十
ア
ー
ル

松本幸枝さんを表彰
隣家の火事、幼い姉妹を救出

以
上
あ
る
農
業
経
営
主

②
自
己
名
義
の
農
地
な
ど
の
面
積

が
三
十
ア
ー
ル
以
上
、
五
十
ア

ー
ル
未
満
で
、
一
定
の
方
法
に

よ
り
算
定
さ
れ
た
年
間
労
働
時

間
が
七
百
時
間
以
上
の
四
十
歳

未
満
の
農
業
経
営
主

③
自
己
名
義
の
農
地
な
ど
の
面
積

が
五
十
ア
ー
ル
以
上
の
農
業
経

営
主
の
直
系
尊
属
の
う
ち
、
当

該
経
営
主
が
指
定
し
た
後
継
者

で
、
農
業
従
事
経
験
が
三
年
以

上
あ
る
四
十
歳
未
満
の
人

農
業
者
老
齢
年
金

給

付

始

ま

る

/

農
業
者
年
金
の
老
齢
年
金
の
給

付
が
来
年
五
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

で
、
来
年
中
に
六
十
五
歳
に
な
る

人
は
、
農
協
へ
裁
定
請
求
書
を
提

大村消防署(北野重信署長)は10月21

目、諏訪2丁目の松本幸枝さん (45)を

人命救助で特別表彰しました。松本さん

は9月27日、隣家が全焼した際、 2歳と

3歳の姉妹が留守番をしていて逃げ遅れ

ているのを知り、煙が充満していた部匡

lζ飛び込んで、 2人を無事救出したもの

です。

出
し
て
下
さ
い
。

①
経
営
移
譲
年
金
の
受
給
権
者

②
経
営
移
譲
年
金
の
受
給
権
者
で

は
な
い
が
、
六
十
歳
に
達
し
て

被
保
険
者
資
格
を
喪
失
し
、
保

険
料
納
付
済
期
間
な
ど
が
年
金

受
給
資
格
期
聞
を
満
た
し
て
い

る
人

③
経
営
移
譲
年
金
の
受
給
権
者
で

は
な
い
が
、
一
定
の
要
件
を
満

た
す
被
用
者
年
金
期
間
内
に
六

十
歳
に
達
し
た
こ
と
を
届
け
出

て
お
り
、
保
険
料
納
付
済
期
間

な
ど
が
年
金
受
給
資
格
期
間
を

満
た
し
て
い
る
人

※
詳
し
く
は
農
業
委
員
会
ま
た
は

農
協
へ

※ 

国
勢
調
査
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

国
操
だ
よ
れ
V

事

業

の

現

状

に

国
民
健
康
保
険
の
目
的
は

「
被
保
険
者
の
疾
病
、
負
傷
、

出
産
、
死
亡
に
際
し
て
必
要
な

保
険
給
付
を
行
う
乙
と
に
よ
り

国
保
事
業
の
健
全
な
運
営
を
確

保
し
、
国
民
保
健
の
向
上
に
寄

与
す
る
乙
と
」
で
あ
る
と
さ
れ

そ
の
財
政
は
保
険
税
と
国
庫
補

助
金
を
中
心
に
運
営
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
乙
で
、
最
近
の
国
保
事
業

の
う
ち
、
保
険
給
付
の
た
め
保

険
者
(
市
)
が
九
月
に
支
払
っ

た
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

@
療
養
の
給
付
(
病
院
、
医
院

歯
科
の
診
療
)

一
億
九
千
八
百
九
万
円

@
療
養
費
(
柔
道
整
復
師
の
施

術
、
コ
ル
セ
ッ
ト
料
な
ど
〉

百
五
十
二
万
五
千
円

@
高
額
療
養
費
(
一
カ
月
の
自

己
負
担
額
が
三
万
九
千
円
以

上
支
払
わ
れ
た
と
き
)

八
百
八
十
二
万
八
千
円

@
助
産
費
(
子
供
が
生
ま
れ
た

と
き
八
万
円
)

二
百
二
十
四
万
円

ーコ
い
て

@
葬
祭
費
(
死
亡
さ
れ
た
と
き

二
万
円
)

三
十
八
万
円

@
錨
炎
施
術
費
(
は
り
、
き
?
っ

施
術
一
回
に
つ
き
五
百
円
)

九
十
七
万
八
千
円

以
上
の
よ
う
な
支
払
い
状
況

で
毎
年
ふ
え
続
け
て
い
ま
す
が

ま
た
、
被
保
険
者
が
負
担
し
て

い
る
保
険
税
に
つ
い
て
も
ふ
え

て
い
ま
す
。

ど
う
か
健
康
に
は
十
分
注
意

を
さ
れ
、
手
明
る
い
家
庭
生
活
を

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

E1高
額

療

養

費

は

-

r
i
l口
座
振
込
の
利
用
を

ia

高
額
療
養
費
の
支
払
い
に
つ

い
て
は
、
最
近
、
支
払
件
数
が

増
加
し
、
会
計
課
や
市
金
庫
の

窓
口
が
混
雑
し
て
皆
さ
ん
に
ど

迷
惑
を
か
け
て
い
ま
す
の
で
、

預
金
口
座
振
込
み
に
よ
る
支
払

い
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

保
険
年
金
課
で
支
給
申
請
を

さ
れ
る
と
き
に
利
用
金
融
機
関

名
と
口
座
番
号
を
お
申
し
出
下

さ
い
。
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飲
酒
運
転
事
故
が
急
増

家
族
、

地
域
ぐ
る
み
で

追

放

し

ま

市
内
の
交
通
事
故
は
、
昨
年
よ

り
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
逆

に
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

県
内
に
お
い
て
も
飲
酒
運
転
に

よ
る
交
通
事
故
が
急
増
す
る
と
と

も
に
飲
酒
に
よ
る
交
通
事
故
死
が

最
近
、
相
つ
い
で
起
っ
て
い
ま
す

飲
酒
運
転
は
、
運
転
者
と
し
て

最
も
恥
ず
べ
き
行
為
で
あ
り
、
運

転
者
の
自
覚
は
も
と
よ
り
、
家
族

ぐ
る
み
、
地
域
ぐ
る
み
で
防
止
す

る
乙
と
が
大
切
で
す
。

おおむら

〔
家
庭
で
は
〕

①
家
族
が
酒
席
に
行
く
と
き
、
飲

酒
後
外
出
す
る
と
き
は
車
を
運

転
さ
せ
な
い
。

②
車
を
運
転
す
る
来
客
に
は
絶
対

に
酒
を
出
さ
な
い
。

③
家
族
が
車
を
運
転
し
て
出
か
け

る
際
に
は
飲
酒
運
転
を
し
な
い

よ
う
注
意
す
る
。

〔
地
域
・
職
域
で
は
〕

①
飲
酒
を
伴
う
会
合
に
は
車
を
運

転
し
て
乙
な
い
よ
う
事
前
に
通

市政だより(3) 

知
す
る
と
と
も
に
、
運
転
者
自

身
も
酒
を
飲
む
と
こ
ろ
に
は
事

を
運
転
し
て
行
か
な
い
習
慣
を

つ
け
さ
せ
る
。

@
酒
を
飲
ん
だ
人
が
車
を
運
転
し

ょ
う
と
す
る
と
き
は
、
お
互
い

に
勇
気
を
も
っ
て
注
意
し
合
い

キ
ー
を
預
か
っ
た
り
、
タ
ク
シ

ー
を
す
す
め
る
な
ど
し
て
、
運

転
を
し
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
。

〔
酒
類
提
供
業
者
は
〕

①
料
理
・
飲
酒
庖
組
合
、
旅
館
業

組
合
、
酒
類
卸
商
業
協
同
組
合

小
売
酒
販
組
合
な
ど
を
通
じ
、

自
主
的
に
各
業
者
に
対
し
て
車

を
運
転
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
者

に
酒
を
提
供
し
な
い
よ
う
徹
底

さ
せ
る
。

②
客
が
飲
酒
後
、
車
を
運
転
し
ょ

う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
危
険

性
を
強
調
し
、
タ
ク
シ
ー
を
す

す
め
る
と
か
、
家
族
を
迎
え
に

乙
さ
せ
る
よ
う
な
措
置
を
と
る

よ
う
に
す
る
。

以
上
の
乙
と
に
留
意
さ
れ

献
血
車
巡
回
目

し
よ

1
・
飲
酒
運
転
を
し
な
い
。

2
・
飲
酒
運
転
を
さ
せ
な
い
。

3
・
飲
酒
運
転
を
す
る
者
に
酒
を

飲
ま
せ
な
い
。

く〉

指

名

手

配

犯

人 日
月
初
日

叩
時

1
刊

M

時

の
「
三
な
い
運
動
」
を
進
め
ま

Iν
ょ
・
っ
。

大
村
警
察
署
も
事
民
の
安
全
を

守
る
た
め
、
更
に
取
締
り
を
強
化

す
る
方
針
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
、
家
庭
か
ら
飲

酒
運
転
違
反
者
を
出
さ
な
い
よ
う

お
互
い
に
声
を
か
け
あ
っ
て
、
明

る
い
事
故
の
な
い
大
村
市
を
築
き

古
?
し
ょ
・
っ
。

(
生
活
環
境
課
)

く〉

。の

発
見
逮
捕
に
ご
協
力
を
/

警
察
で
は
、
全
国
を
逃
げ
回
っ

て
い
る
指
名
手
配
犯
人
逮
捕
の
た

め
、
十
一
月
中
を
「
指
名
手
配
被

疑
者
の
捜
査
強
化
月
間
」
と
し
て

全
国
い
っ
せ
い
に
捜
査
を
行
い
ま

す。
現
在
、
全
国
の
各
警
察
か
ら
指

名
手
配
さ
れ
逃
げ
回
っ
て
い
る
犯

人
は
約
五
千
人
い
ま
す
が
、
野
放

し
に
し
て
お
く
乙
と
は
第
二
、
第

三
の
犯
罪
を
許
す
乙
と
に
な
り
ま

す。昨
年
、
本
県
で
逮
捕
し
た
指
名

手
配
犯
人
は
百
四
十
五
人
で
し
た

が
、
そ
の
う
ち
約
半
数
は
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
る
も
の
で

す。。
指
名
手
配
犯
人
に
つ
い
て
知
っ

て
い
る
人
が
い
る
と
き

。
自
宅
付
近
や
職
場
で
「
ど
う
も

お
か
し
い
」
と
思
わ
れ
る
人
が

い
る
と
き

。
最
近
、
転
入
し
て
き
て
、
生
活

態
度
な
ど
か
ら
、
お
か
し
い
と

思
っ
た
と
き

以
上
の
よ
う
な
と
き
な
ど
は
警

察
に
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

(
大
村
警
察
署
〉

市
役
所
玄
関
前

一
タ
不
良
雑
誌
追
放
運
動
ク
を
決
議
一

大
村
市
青
少
年
問
題
協
議
会
一

一
近
年
、
青
少
年
の
非
行
が
急
議
し
、
関
係
団
体
や
市
民
の
皆
一

一
激
に
増
加
し
、
悪
質
化
、
多
様
さ
ん
の
協
力
を
得
て
市
民
総
ぐ
一

一
化
す
る
中
で
、
そ
の
原
因
の
一
る
み
の
強
力
な
運
動
を
展
開
す
一

一
つ
に
「
ポ
ル
ノ
雑
誌
、
テ
レ
ビ
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。
ど
協
一

一
な
ど
社
会
環
境
の
悪
化

」

が

あ

力

を

お

願

い

し

ま

す

。

一

一

げ

ら

れ

て

い

ま

す

。

推

進

事

項

-

一

最

近

は
鈴
田
地
区
に
図
書
類
て
青
少
年
に
有
害
な
雑
誌
一

一
自
動
販
売
機
が
五
台
も
設
置
さ
を
売
ら
な
い
。
見
せ
な
い
一

一
れ
、
書
庖
は
も
ち
ろ
ん
、
一
般
二
、
有
害
図
書
の
自
動
販
売
一

一
の
商
庖
で
も
ポ
ル
ノ
雑
誌
が
販
機
を
置
か
な
い
。
置
か
せ
一

一

売

さ

れ

る

な

ど

、

社

会

環

境

は

な

い

。

一

一
日
を
追
っ
て
悪
化
し
て
い
ま
す
一
一
一
、
庖
頭
に
不
良
雑
誌
を
置
一

一
乙
の
よ
う
な
状
況
か
ら
十
月
か
な
い
。
置
か
せ
な
い
。
一

一
二
日
、
大
村
市
青
少
年
問
題
協
四
、
地
域
総
ぐ
る
み
の
住
民
一

一

議

会

〈

会

長

戸

島

英

二

)

で

は

運

動

を

お

乙

す

。

一

一
「
不
良
雑
誌
追
放
運
動
」
を
決
(
少
年
セ
ン
タ
ー
)
一

税
を
知
る
週
間
始
ま
る

お

気

軽

に

ご

相

談

を

ノ

国
民
の
皆
さ
ん
が
税
を
身
近
か

な
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
、
税
へ

の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、
今

年
も
「
税
を
知
る
週
間
」
が
十
一

月
十
一
日

t
十
七
日
ま
で
実
施
さ

れ
ま
す
。

乙
の
週
間
に
は
、
諌
早
税
務
署

で
も
税
金
展
な
ど
各
種
の
行
事
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

税
に
つ
い
て
の
ど
相
談
な
ど
、

お
気
軽
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

諌
早
税
務
署

雷
諌
早
②
|
一
三
七

O
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カ
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対
象
昭
和
五
十
四
年
四
月
生
ま

れ
の
幼
児
で
す
が
、
五
十
三
年

十
一
月

t
五

十
四
年
三
月

生
ま
れ
で
、

ま
だ
健
康
診

査
を
受
け
て

い
な
い
幼
児

も
受
診
し
て

下
さ
い
。

日
時
十
一
月

十
四
日
・
十

八
日

午
後
一
時
J

一
時
三
十
分

受
付

※ 

場
所
市
役
所
第
一
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
と
送
付
し
ま
し

た
問
診
票
を
記
入
の
う
え
、
必

ず
ど
持
参
下
さ
い
。

募!

集;

-
市
立
幼
稚
園
園
児

昭
和
五
十
六
年
度
の
市
立
幼
稚

園
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

幼
稚
園
名
・
定
員

三
浦
(
四
十
人
)
鈴
田
〈
四
十

人
)
大
村
(
百
六
十
人
)
三
城

(
八
十
人
)
西
大
村
(
百
二
十

人
)
中
央

(
百
二
十
人
)
竹
松

(
百
六
十
人
)
松
原

(
四
十
人
〉

福
重
(
四
十
人
)
放
虎
原
(
八

十
人
)

、}戸、-_/

m年
代

金婚カップルガ40組

ひ
ら
く
基
礎
で
す

入
園
資
格
昭
和
五
十
年
四
月
二

日

t
五
十
一
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
幼
児

※
一
ニ
浦
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
昭
和

五
十
二
平
四
月
二
日

t
五
十
二

年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

幼
児
も
受
付
け
ま
す
。

受
付
期
間
各
幼
稚
園
に
備
付
け

の
願
書
に
よ
り
十
一
月
二
十
日

t
二
十
九
日
ま
で
の
聞
に
直
接

幼
稚
園
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
り
ま

す。
-
第
刊
回
県
勤
労
者
美

術
展
作
品

種
目
絵
画
(
洋
画
、
日
本
画
、

南
画
)
、
書
、
写
真

祝賀状と金杯を贈る

市は10月13日、結婚50年を迎えた40組の金

婚カップJレを福祉センターに招き、戸島市長下
水
道

が‘祝賀状、と記念の、金杯、を各夫婦に贈

りました。乙の行事も今年で5回目で.老人

福祉週間の行事のーっとして行われているも

のです。おめでとうございました。

資
格
県
内
に
居
住
し
て
い
る
勤

労
者
(
出
品
種
目
を
職
業
と
し

て
い
る
人
は
除
く
)

出
品
点
数
自
作
未
発
表
の
も
の

一
人
一
点

出
品
料
無
料

会
場
・
会
期

。
佐
世
保
会
場
(
玉
屋
デ
パ
ー
ト
)

来
年
二
月
一
日

t
十
七
日

。
長
崎
会
場
(
県
立
美
術
博
物
館
)

来
年
二
月
十
九
日

t
二
十
四
日

出
品
申
込
・
作
品
搬
入

来
年
一
月
二
十
六
日

t
三
十
一

日
ま
で
に
長
崎
労
政
事
務
所
か

佐
世
保
労
政
事
務
所
へ

※
詳
し
く
は
県
労
政
福
祉
課
(
曾

長
崎
@
|
一
一
一
一
)
ま
た
は

市
商
工
観
光
課
へ

-パ
I
ル
ハ
イ
ム
ハ
重

度
障
害
者
授
産
施
設
)

入
所
者

一
入
所
資
格
①
十
五
歳
以
上
で
義

務
教
育
を
修
了
し
、
身
体
障
害

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
②
視
力
に
著
し
い
障
害
が

な
く
(
矯
正
可
)
上
肢
の
健
全

な
人
③
日
常
生
活
(清
掃
、

洗
濯
、
入
俗
な
ど
)
に
人
手
を

要
し
な
い
人
④
目
立
へ
の
意

欲
旺
盛
な
人

職
業
訓
練
内
容

①
装
身
具
類
の

細
工
②
マ
ベ
真
珠
の
加
工

③
真
珠
の
穴
あ
け

入
所
中
の
費
用
無
料
(
た
だ
し

家
庭
の
経
済
状
況
に
よ
り
食
費

自
己
負
担
の
場
合
あ
り
)

※
詳
し
く
は
福
祉
課
ま
た
は
パ
l

ル
ハ
イ
ム
(
曾
③
|
六
七

O
九
)

へ
-
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選

手
(
男
女
)

資
格
昭
和
三
十
一
年
四
月
一
日

t
一
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人

〔
身
長
〕
一
七

O
冊
以
下

〔体
重
〕
六

O
M以
下

〔
視
力
〕
両
眼
と
も
一
・

O
以
上

で
色
盲
不
可

募
集
締
切
十
二
月
五
日

捨
選
試
験
十
二
月
八
日

※
詳
し
く
は
長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ

ー
ト
競
走
会
(
玖
島
郷
一
五
、

富
②
l
六
一
九
四
)
へ

ヘ
講

習

i
会

J

〉

-
中
地
区
公
民
館
で
子

ど
も
百
人
一
首
教
室

期
間
十
二
月
六
日

1
来
年
一
月

四
日
(
毎
週
土
曜
、
午
後
二
時

1
四
時
、
五
回
)

対
象
・
定
員
小
・
中
学
生
、
三

八
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

『

!
J
ハi
i
i
i
i
i
i
i
一

一

一

一

本

市

で

は

、

昭

一

一
一
地
和
四
十
九
年
度
か
一

一
一
時
ら
下
水
道
事
業
を
一

一
一
会
進
め
て
い
ま
す
が
一

一
一
習
来
年
四
月
に
一
部
一

一
の
講
処
理
開
始
す
る
乙
一

一

ど

宕

と

に

な

り

主

J
i

E

怜
A

由

席

問

;

一

一

備

技

な

お

、

処

理

区

一

一

設

一

域

内

で

の

各

家
庭

一

一
抹
一
の
水
洗
便
所
へ
の
一

一
羽
一
改
造
な
ど
の
工
事
一

一

く

は

資

格

を

必

要

と

一

一
し
ま
す
の
で
次
の
と
お
り
講
習
一

一

会

を

行

い

ま

す

。

一

一
日
時
十
一
月
十
八
日

1
十
一
一
一

一
月
二
日
ま
で
の
毎
週
火
曜
、一

一
金
曜
(
午
後
二
時

t
五
時
〉
一

一
場
所
浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
一

一
受
講
申
込
締
切
十
一
月
十
日
一

一
受
験
申
込
期
間
十
二
月
二
日
一

一

I
十

日

ま

で

四

一
※
詳
し
く
は
下
水
道
業
務
課
へ
一

十
人

講
師
野
口
弘
満
先
生

申
込
方
法
電
話
か
直
接
中
地
区

公
民
館
(
曾
③

l
一
三
七
六
)

へ
※
十
一
月
十
一
日
か
ら
受
付
を
始

め
ま
す
。
な
お
、
定
員
に
な
り

し
だ
い
締
切
り
ま
す
。
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-
市
民
球
技
大
会
成
績

及
び
社
会
体
育
功
労

受
賞
者

「
体
育
の
日
」
の
十
月
十
目
、

市
営
球
場
、
補
助
グ
ラ
ン
ド
及
び

市
民
体
育
館
で
市
民
球
技
大
会
が

行
わ
れ
、
地
区
予
選
(
男
子
H
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
百
七
十
四
チ
l
ム、

女
子
H

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
九
十
五
チ

ー
ム
)
を
勝
抜
い
て
き
た
二
十
三

チ
!
ム
(
男
子
十
ニ
チ
l
ム
、
女

子
十
一
チ
l
ム
)
が
出
場
、
熱
戦

りおおむ市政だより(5) 

試

成

績

〔
ソ
ヲ
ト
ポ
l
ル
〕
男
子

①
小
路
口
本
町
②
大
川
田
③
上
諏

訪
、
木
場
一
丁
目

〔
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
〕
女
子

①
富
の
原
②
荒
瀬
@
臼
泊

A 
Eヨ

受
賞
者
(
敬
称
略
)

〔
社
会
体
育
優
良
団
体
〕放火魔逮捕で感謝状

『
一
ペ
ー
ジ
に
人
口
を
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
乙
れ
は
住
民
基
本
台
帳
の
人
口
で
、

戸
十
月
一
日
付
で
行
い
ま
し
た
国
勢
調
査
の
人
口
と
は
異
な
り
ま
す
。
ハ
企
画
課
)

ト
ル
第
二
位
〉

マ
中
島
泰
ニ
(
全
九
州
社
会
人
パ

ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
五
十

歳
代
シ
ン
グ
ル
ス
四
年
連
続
優

勝
マ
高
以
良
弘
道
(
第
三
十
四
回
全

九
州
高
等
学
校
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
競
技
大
会
七
十
五
キ

ロ
級
優
勝
)

一
一
配
政
相
談
)

一

(

毎

月

第

二

木

曜

日

)

一
目
時
十
一
月
十
三
日

…

午

前

九

時

三

十

分

t
正
午

一
一
登
記
相
談
一

一v

・i

・
-
，
九
毎
月
第
二
金
曜
日
)

|担設|

日
午時
前
九十
時一
三月
十十
分四
t 日
正
午

市
民
相
談
コ
ー
ナ
ー
で

す
べ
て
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

マ
大
村
市
野
球
協
会

〔
社
会
体
育
功
労
者
〕

マ
原
口
保
雄
(
軟
式
庭
球
協
会
)

マ
柴
田
公
平
(
サ
ッ
カ
ー
協
会
)

戸島市長が大村署に贈る

市は10月11目、市民を恐怖に陥れていた連続放

火魔を逮捕した大村警察署〈陣内辰未署長〉に戸

島市長が感謝状と記念品を贈って功績を讃えまし

た。本市では今年4月から連続して放火事件が起

っていましたが、乙のため、大村暑では夏休みを

返上して連夜張り込みを続けていたもので、乙の

刊
月
1
日
現
在
の
人
口
に
つ
い
て

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
開
会
式
で
は
永
年
に
わ

た
り
社
会
体
育
の
普
及
、
発
展
に

貢
献
さ
れ
た
人
と
優
秀
な
成
績
を

収
め
ら
れ
た
選
手
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

:法;
日;律!

午時 1相;
前，-..， ~談;
十十毎'.-__1 

時 一 月
l月第
午十三
後九水
三日曜
時日

執念が実り、 8月初日の逮捕となったものです。

マ
沖
田
禎
男
(
野
球
協
会
)

マ
朝
長
準
(
水
泳
連
盟
)

〔
ス
ポ
ー
ツ
賞
〕
団
体
の
部

マ
大
村
市
銃
剣
道
協
会
(
昭
和
五

十
一
年

1
五
十
四
年
ま
で
県
民

体
育
大
会
四
年
連
続
優
勝
)

マ
県
立
ろ
う
学
校
陸
上
部
(
第
十

六
回
全
国
ろ
う
学
校
陸
上
競
技

大
会
総
合
準
優
勝
)

〔
ス
ポ
ー
ツ
賞
〕
個
人
の
部

マ
川
村
勝
信
(
昭
和
五
十
一
年

t

五
十
四
年
ま
で
県
民
体
育
大
会

四
十
歳
代
砲
丸
投
四
年
連
続
優

勝〉

マ
武
末
和
也
〈
第
十
六
回
全
国
ろ

う
学
校
陸
上
競
技
大
会
五
千
メ

ー
ト
ル
第
四
位
)

マ
赤
司
洋
一
(
同
大
会
二
百
メ

i

ト
ル
第
五
位
)

マ
中
村
淳
子
(
同
大
会
二
百
メ
l

-
体
力
づ
く
り
に
マ
マ

さ
ん
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

マ
マ
さ
ん
の
体
力
づ
く
り
、
ス

ト
レ
ス
解
消
の
た
め
に
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
で
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
い
か
が
で
す
か
。

日
時
毎
週
火
曜
、
金
曜
(
正
午

ー
午
後
三
時
ま
で
〉

場
所
市
民
体
育
館

申
込
先
マ
マ
さ
ん
パ
ド
ミ
ン
ト

ン
教
室
連
絡
先
(
福
田
H
雷
③

l
六
九
七
五
)

主
催
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

後
援
市
教
育
委
員
会

-
第
叩
回
婦
人
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
成
績

九
月
二
十
八
日
、
放
虎
原
小
学

校
体
育
館
で
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

会
の
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

〔

A
パ

I
ト〕

①
青
空
@
柴
田

〔

B
パ
l
ト〕

①
大
村
婦
人
②
く
ろ
も
ん

一

さ

き

に

預

り

ま

一

一

「

}

し

た

年

金

証

書

一

一
一
汀
(
老
齢
、
障
害
、
一

一
一
パ
母
子
〉
を
交
付
し
一

一
一
肌
ま
す
。
な
お
、
九
~

一
一
交
月
に
な
っ
て
か
ら
一

一

一

を

年

金

証

書
を
提
出
一

一

金

書

一

E
-証
さ
れ
た
人
は
、
保
一

一
io

一
管
証
の
交
付
自
に
一

一
祉
一
お
渡
し
し
ま
す
。
一

一

信

一

交

付

期

間

十

一

一

一

〈

月

四

日

1
十
五
一

-

日

ま

で

一

一
交
付
場
所
保
険
年
金
課
ま
た
一

一
は
各
出
張
所
(
保
管
証
で
お
一

一

確

め

下

さ

い

》

一

一
持
っ
て
く
る
も
の
保
管
証
、
一

一

印

か

ん

一

一
※
年
金
改
正
法
案
が
交
付
期
限
一

一
ま
で
に
成
立
し
な
か
っ
た
場
一

一
合
は
交
付
で
き
せ
ん
。
改
め
一

一
て
交
付
日
を
お
知
ら
せ
し
ま
一

一
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。
一

ご
問
掴

b
ヨ一

一一一斗命縫良一

一
三
窃
静
注
一



拾
得
物
件

一
隻

拾
得
場
所
松
原
鹿
の
島
海
岸

※
お
心
当
り
の
人
は
総
務
課
へ

一

ご

寄

付

-

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

慈

恵

荘

へ

一

万

円

マ

氷

淵

二

ん
じ
ゅ
う
本
舗
(
代
表
者
永
湖
一

社
会
福
祉
事
業
費
へ
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
マ
ッ
サ
宗
高
)
慈
恵
荘
へ
お
は
ぎ
百
二
一

一

一一

言

蓋

心

一
敬
称
略
マ
大
村
高
校
二
年
九
組
〈
中
尾

l
ジ
機
一
台
マ
古
賀
ナ
ツ
十
個
マ
出
口
ウ
タ
〈
小
路
口
一

さ
っ
き
ほ
か
四
十
四
人
〉
二
万
(
西
三
城
町
〉
生
活
保
護
世
帯
町
)
慈
恵
荘
へ
た
か
な
漬
な
ど
一

社

会

福

祉

事

業

費

へ

四

キ

ロ

…

マ

渡

辺

良

一

(

中

里

郷

・

亡

母

八

千

八

百

九

十

六

円

へ

敷

布

団

十

一

枚

マ

鎖

西

学

一

清

和

国

へ

一

一
タ
ケ
)
十
万
円
マ
藤
瀬
シ
ゲ
社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託
院
高
校
プ
ラ
ス
パ
ジ
ド
部
日
慈

-

一

(
諏
訪
二
丁
目
・
亡
夫
金
八

)

マ

赤

水

清
春

(
本
町
二
丁
目
)
恵
荘
へ
音
楽
慰
問
マ
三
域
子
マ
大
村
市
母
子
会
(
野
中
キ
ミ
一

一

三

万

円

マ

川

尻

広

長

(

竹

松

ま

か

四

十

人

)

施

設

見

学

、

菓

一

大
村
子
供
の
家
へ
三
万
七
百

1

供
会
H
慈
恵
荘
へ
三
域
子
供
太

l

一

本

町

・

亡

父

清

)

十

万

円

/

子

五

十

袋

一

十
七
円
マ
大
村
高
校
三
年
六
鼓
で
慰
問
マ
貞
松
和
彦
(
武

一

(
一
量
寄
一
サ

)
敬

称

略

組

H
光
と
緑
の
園
へ
四
万
十
一
部
郷
)
慈
恵
荘
へ
歌
で
慰
問

円
マ
執
行
辰
一
(
東
本
町
)
マ
大
村
市
母
子
福
祉
連
合
会
H

(6} 

十
一
月
七
日

午
後
一
時
l
四
時
ま
で

場
所
県
勤
労
福
祉
会
館
(
長
崎

市
桜
町
)

内
容
マ
生
活
上
の
省
干
不
対
策

と
資
源
再
利
用
に
つ
い
て
の
体

験
発
表
マ
長
大
工
学
部
教
授

の
特
別
講
演
H
海
洋
エ
、不
ル
ギ

l
利
用
研
究
の
現
状
と
家
庭
生

活
へ
の
応
用

主
催
省
資
源
運
動
長
崎
県
推
進

会
議

日
時

{も)
i迄!
iぉ;
(し!
¥)ノ

り

圏
第

3
回
ミ
ニ
個
展

お お む

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
二
階

ロ
ビ

i
で
「
ミ
ニ
個
展
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み

下
さ
い
。

第

3
回
展
示
作
品

油
絵
安
井
大
氏
作
品

〔
展
示
期
間
〕
十
一
月
六
日

1
二

十
九
日
ま
で

国
第

8
回
大
村
市
身
体

障
害
者
文
運
動
会

市政だより

(
商
工
観
光
課
)
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国
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
運
動

推
進
大
会

日
時

十
一
月
九
日
(
日
)

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

場
所
市
営
陸
上
競
技
場

主
催
大
村
市
身
体
障
害
者
団
体

連
合
会

※
詳
し
く
は
大
村
市
身
体
障
害
者

団
体
連
合
会
事
務
局
(
富
@
l

七
O
O
二
)
ま
た
は
福
祉
課
へ

そ

。
!弛

-
漂
流
物
を
拾
得

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

-
火
葬
場
の
電
話
番
号

が
変
更

新
電
話
番
号
④
|
三
九
五
九

変
更
日
時
十
一
月
一
日

〈
生
活
環
境
課
)

-
県
国
民
健
康
保
険
保

養
所
「
雲
仙
荘
」
が

オ
ー
プ
ン

長
崎
県
国
民
健
康
保
険
保
養
所

「
雲
仙
荘
」
が
十
月
十
七
日
か
ら

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の

ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

宿
泊
料
三
千
五
百
円
(
一
泊
二

食
付
〉

※
市
内
に
居
住
し
て
い
る
国
保
の

被
保
険
者
が
宿
泊
さ
れ
る
場
合

は
、
一
泊
に
つ
き
五
百
円
の
割

引
き
が
あ
り
ま
す
。
希
望
者
に

は
利
用
券
を
差
し
上
げ
ま
す
の

で
、
被
保
険
者
証
を
持
参
の
う

え
保
険
年
金
課
へ
お
申
し
出
下

さ
い
。

予
約
申
込
先
雲
仙
荘
(
雷
雲
仙

二
六
四
九
)

(
保
険
年
金
課
)

-
心
身
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
連
絡
相
談

業
務
を
行
っ
て
ま
す

大
村
市
身
体
障
害
者
団
体
連
合

会
で
は
、
十
月
か
ら
心
身
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の
同
連
合
会
事

務
局
に
職
員
を
配
置
し
て
身
体
障

害
者
の
連
絡
相
談
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ど
利
用
下
さ
い
。

氏
名
村
崎
明
雄

開
設
日
毎
週
火
曜
、
木
曜
、
土

曜
(
午
前
九
時

t
午
後
四
時
)

場
所
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

l

(宙
③

i
七
O
O二〉

-
危
険
物
取
扱
者
試
験

と
試
験
準
備
講
習
会

〔
用
乙
種
〕

試
験
十
二
月
七
日

講
習
会
十
一
月
二
十
日
、
二
十

一
日
(
諌
早
市
勤
労
者
福
祉
セ

ン
タ
l
H
諌
早
市
宇
都
町
)

〔
丙
種
〕

試
験
十
二
月
七
日

講
習
会
十
一
月
九
日
(
福
祉
セ

ン
タ
l
H
西
三
城
町
)

※
詳
し
く
は
大
村
消
防
署
(
曾
③

ー
四
一
三
八
〉
へ

-
第
何
回
大
村
市
珠
算

競
技
大
会
成
績

九
月
十
五
日
、
大
村
商
工
会
議

所
の
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

団
体
〔
一
般
・
高
校
〕
①
諌
早

商
業
高
校
②
同
③
商
工
会
議
所

塾
〔
中
学
校
〕
①
中
村
塾
③

竹
松
塾
③
田
中
塾
〔
小
学
校
〕

①
中
村
塾
②
同
@
同

個
人
〔
一
般
・
高
校
〕
①
佐
竹

圭
子
②
原
口
順
子
、
山
内
礼
子

③
田
川
陽
子
、
田
中
千
鶴
子
、

草
野
一
代
〔
中
学
校
〕
①
田

中
和
美
@
菊
田
朋
美
、
田
中
ち

か
子
③
山
口
ゆ
か
り
、
本
多
照

美
、
松
尾
洋
子
〔
小
学
校
〕

①
寺
沢
ほ
な
み
②
小
溝
智
子
、

富
永
弥
寿
子
③
菊
田
和
美
、
志

田
繁
美
、
井
上
た
か
子

〈
商
工
観
光
課
)
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